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題に踊笛のちの電話≡… 威 　　　　　W′．．．．pW′「 

第61号　　　　　　　　’≡み禁か莞むけ璧やみゼ。　讐讐き禦。み嘉」迎撃 

087－833－7830087－861－4343 
（24時間年中無体） 

峰山の山腹から高松港を望む　写真提供宮武則明

秋田県と香川県

先日主催した、香川県の一般市民対象の自殺予防の講演会

で、秋田県の自殺予防ボランティアの人たちのお話を伺いまし

た。全国的に見て、秋田県は自殺率が高く、香川県は逆に低い地

域と言われています。両県のお国柄や自殺の現状、対策につい

て意見を交換したのですが、そのなかで、強烈に覚えているの

は、「秋田県では、高齢者の自殺は、一人暮らしや高齢者世帯よ

りも、多世代同居の方が多い」というお話でした。「一人暮らし

の方は、自分で生きていかなければならないため、比較的元気

であることが多い。一方、多世代同居の方は、家庭内で現役を退

いた感じとなり、生きる気持ちややりがいが希薄になる。息子

や娘夫婦に気を遣って生活している。病院へ行くにも足がな

い、だから若い者がやむなく仕事を休んで病院へ送迎をする。

そのような中で、負担をかける自分がいたたまれなくなる」と

いったお話でした。これには香川県の人たちも驚いた様子で、
「独居はさびしそうだけど、同居はみんながいて楽しい。年寄り

は大事にされとる」、「いや、秋田の人のいうこともわかる」など

様々な意見が出されていました。一方、秋田県側からは「香川の

人は自己中心的な人が多いのでは？」という指摘をいただきま

した。そういえば良くも悪くも、自分でどんどんやってしまう

人が多いのかなとも思います。逆に言うとストレスコービング

がうまいのかもしれません。

香川大学医学部公衆衛生学

鈴江　毅

狭い日本だけれど、所変われば晶変わる、
で世の中にはいろんな場所に様々な人々

がいることを改めて感じました。特に

自殺の社会文化的要因は様々なよう

です。しかし自殺予防の基本的な考え

方は共通しているように思えました。

講演会の最後は、以下のような秋田

県の人の言葉で締めくくられました。
「自殺予防は、『特別な人が特別な事して

いる』と思われがちですが、『普通の人が自

分速でできることをやる』という前提が重要です。小さな

ボランティアグループがいっぱい立ち上がれば、弱っている

人、悲しんでいる人、つらい人と必ずどこかで繋がります。繋

がったら、その人が困っている事を解決できる先に繋げてあげ

る。私たちは、自分たちが解決しようとは思わない。どこかに繋

げて、その人達が幸せに暮らせるようにする。そのためには、い

ろんな人と繋がらなければならないと思います」。

私達は、この言葉を噛みしめて、今後の自殺予防の活動を進

めて行きたいと考えています。みなさん、まず近くの人たちと

繋がり合うことから始めませんか。
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資金収支計算書（自）平成23年4月1日（至）平成24年3月31日（平成23年度）　　　　　　　　　　　　　　　（単位・円）

勘定科目 ���予算 ���決算 ���差異 ��備考 

経 �収 �会費収入 �1，800，000 ���1，875，108 ���124，892 ��後援会員による 

受託金収入 �3，000 ��000 �3，000，000 ���0 

負担金収入 �2，310 ��000 �2．276，000 ���34，000 

常 ��経常経費補助金収入 �4，715 ��000 �4，715，000 ���0 

活 �入 �寄附金収入 �1，300 ��000 �1．260，749 ���39，251 

郵 ��雑収入 受取利息配当金収入 �105 ��000 �97，600 ���7，400 ��寄付金 
に よ る 収 ���1 ��000 �344 ���656 

経常収入計（1） �13，231 ��000 �13，024，801 ���206，199 �� 

支 �人件費支出 �4 2 4 �095 �000 �4 �140 �757 �▲45 �757 � 支 ��事務費支出 ��123 �000 �2 4 �207 �366 �▲84 �366 

出 �事業費支出 ��118 �000 ��105 �076 �12 �924 

経常支出計（2） �10 �336 �000 �10 �453 �199 �▲117 �199 � 

経常活動資金収支差砥（3）＝（1）－（2） ��2 �895 �000 �2 �571 �602 �323 �398 � 

よ施 る設 収整 �収 入 �施設整備等収入計（4） �0 ���0 ���0 �� 

固定資産取得支出 �1，185，000 ���1，184，874 ���126 �� 

支備 等 に ��建物購入支出 �1 �185 �000 �1 �184 �874 �126 

施設整備等支出計（5） �1 �185 �000 �1 �184 �874 �126 �� 

施設整備等資金収支差額（6）＝（4）－（5） ��▲1 �185 �000 �▲1 �184 �874 �▲126 �� 

よ財 る務 収活 支動 に �収 入 �＿積立預金取崩収入 �2，299，000 ���2．299，178 ���▲178 �� 

財務収入計（7〉 �2，299，000 ���2．299，178 ���▲178 �� 

支 出 � � ��� ��� �� 

財務支出計（8〉 �0 ���0 ���0 �� 

財務活動資金収支差額（9）＝（7ト（8） ��2，299，000 ���2，299，178 ���▲178 �� 

予備費（10） ���0 ���－ ���－ �� 

当期資金収支差額合計（11〉＝（3）十（6）＋（9ト（10） ���4，009，000 ���3．685，906 ���323，094 �� 

貸借対照表平成24年3月31日現在
1一般会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

資　　産　　の　　部 �������負　　債　　の　　部 

科　目 �当年度末 ��前年度末 ��増　減 ��科　目 �当年度末 ���前年度末 ��増　減 

流動資産 �3，988，815 ��768，185 ��3，220，630 ��流動負債 �427，805 ���893．081 ��▲465．276 

現金預金 現金 普通預金 未収金 �948 36 912 3，040 �815 419 396 000 �18 18 750 �185 185 0 000 �930 18 912 2，290 �630 234 396 000 �固定負債 �0 ���2．000 �．000 �▲2，000 ��000 

建物修繕引当金 �0 ���2．000．000 ��▲2，000，000 

負債の部合計 �427，805 ���2．893．081 ��▲2，465，276 

固定資産 �34，375 �277 �35，677 �896 �▲1，302 �619 �純　　資　　産　　の　　部 

基本財産 �34，283 �978 �33，221 �143 �1，062 �835 �基本金 �29，490，268 ���29．490．268 ��0 

建物 土地 �17，283 17，000 �978 000 �16，221 17，000 �143 000 �1，062 �835 0 �国庫補助金等特別積立金 �5，815，456 ���4．309．916 ��1，505，540 

その他の積立金 �0 ���0 ��0 

その他の固定資産 �91 �299 �2，456 �753 �▲2，365，454 ��次期繰越活動収支差額 �2，630，563 ���▲247．184 ��2，877，747 

器具及び備品 �91 �299 �157 �575 �▲66 �276 �次期繰越活動収支差額 �2 �630 �563 �▲247 �．184 �2 3 �877 �747 

建物修繕引当金積立預金 養成事業引当金積立預金 �0 0 ��1，699 600 �178 000 �▲1，699 ▲600 �178 000 �（うち当期活動収支差額） �2 �877 �747 �▲311 �698 ��189 �445 

純資産の部合計 �37 �936 �287 �33．553 �．000 �4 �383 �287 

資産の部合計 �38，364，092 ��36，446 �081 �1，918 �011 �負債及び純資産の部合計 �38 �364 �092 �36，446 �，081 �1 �918 �011 

1　減価償却費の累計額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5，933，416

財産目録平成24年3月31日現在（平成23年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：剛

資産t負債の明細 �金額 

Ⅰ資産の部 �36．419 

1流動資産 

現金預金 

現金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現金手許有高 

普通預金　百十四銀行本店 �736．848 

普通預金　香川銀行本店 �38．315 

普通預金　郵便貯金 �81．511 

普通預金　高松信用金庫 �55．722 

未収金 �3，040．000 

流　動　資　産　合　計 �3．988月15 17，283，978 

2　固定資産 

（1）　基本財産 

建物 
・　土地 �17，000，000 

基　本　財　産　合　計 �34，283，978 91，299 

（2）その他の固定資産 
器具及び備品 

そ　の　他　の　固　定　資　産　合　計 �91，299 

固　定　資　産　合　計 �34，375．277 

資　産　合　計 �38，364，092 

Ⅱ　負債の部 �379．069 

1流動負債 

未払金 

預り金 �46，736 

前受金 �2，000 

流　動　負　債　合　計 �427，805 

負　債　合　計 �427，805 

差　引　純　資　産 �37，936，287 

以上、平成23年度の社会福祉法人香川いのちの電話協会の事業報告書、財産目録貸借対照表および収支計算書については、

関連する法令および通知に従った監査の結果、事業の運営および会計上、適法・正確に処理されているものと認めます。 ≡；旦鯛穏
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【香川いのちの電話受信暮相談状況】
開局からの電話受信・相談状況

（1984年10月6日～2011年12月31日）

開局からの受信総件数・・……・377．924件

開局からの相談総件数　＝……■289，828件

平成23年次電話受信・相談状況
平成23年次受信総件数　・…・暮…16，719件

平成23年次相談総件数　………11，564件

（男鋸41件女5，423件）

年度別相談件数

平成23年次着信（話中）件数……1・・147，0糾件

自殺を訴えた相談件数

開局からの相談件数　………11，742幹

男4．837件　女6，869件

開局からの相談総件数の4．35％

平成23年次の相談件数………1，190件

男514件　女676件

平成23年次相談総件数の10．3％

年度 �S59 �＄㈱ �＄穏1 �S62 �S63 �Hl �H2 �H3 �H4 �H5 �H＄ �H7 �H8 �H9 � 

男 �1，347 �3．510 �3，920 �3，757 �4，538 �5．594 �5，525 �5，543 �5，811 �5，953 �6．572 �7，003 �7，578 �8297 

女 �1．314 �2，583 �2，527 �2，010 �2，802 �2，585 �2，621 �2，706 �3，783 �3，448 �3，666 �3，679 �4，477 �4，542 

食料 �2，661 �6，093 �8，447 �5，767 �7，340 �8．179 �8．146 �8ナ249 �9，594 �9，399 �10，238 �10，682 �12，055 �12，839 

年度 �HlO・ �扇＿1 �H12 �H13 �H14 �如き �H16 �H17　＋ �H18 �H19 �H20 �H21 �H22 �H23・ �累計 

男 �8，450 �7，823 �7，344 �6．122 �6，062 �8，484 �6，365 �6，302 �6．578 �6，122 �5，544 �4，678 �5，841 �6，141 �164，804 

女 �4，550 �4，126 �4，528 �4，573 �4，717 �4，304 �4，140 �4，470 �4，411 �4，269 �4．188 �3，752 �4，834 �5，423 �105，024 

合計 �13．000 �日，949 �11，870 �10，895 �10，779 �10，788 �10，505 �10，772 �10，989 �10，391 �9，732 �8，430 �10，675 �11，564 �269，828 

年度別男女別相談件数（平成15年より年次統計）
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昭和　　　　　　　　　　　　平成

年度別男女別自殺志向件数＝平成15年より年次統計）

遥　60　8182　63平孟　2　3　4　5　0　7　8　9101112　－31415　－617　柑　－9　20　2－　22　23

年度別自殺を訴えた率（平成15年より年次統計）

HlO �Hll �H12 �H13 �捌4 �H15 �：如姦 �H17 �H18 �H柑 �H20 �H21 �H22 �H23 �累計 

13，000 �11月49 �11，878 �10．695 �10，779 �10，788 �10，505 �10．772 �10，989 �10．391 �9，732 �8，430 �10β75 �11，564 �269，828 

298 �319 �3餌 �375 �570 �579 �649 �614 �917 �707 �780 �680 �1，003 �1，190 �11，742 

2．29％ �2．87％ �3．0的 �3．51％ �5．29％ �5．37％ �6．18％ �5．70％ �8．34％ �6．80％ �8．01％ �8．07％ �9．40％ �10．29％ �4．35％ 
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「自殺予防いのちの電話」全国受信状況

（毎月10日24時間8：00～翌日8：00）

全国受信状況 香川受信状況

I』1』 

全 �体 � �内 �自殺志 �向 � �念慮 � �危険 �予告通告 �実行中 

16 �23 �3 � �4893 � � �4366 � �340 �163 �24 

11 �69 �5 � �4239 � � �3757 � �386 �74 �22 

l■■■■　　－■■ 

香Jl � �内自殺志向 �念慮 �危険 �予告通告 �実行中 

6581 � �672 �545 �99 �27 �1 

5723 � �803 �606 �180 �15 �2 

震災ダイヤル受信状況
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こころの惑み、

藷せる電藷です。

矩

白東予紡

いのちの奄藷
0120－738－556

秒毎月10日細工）24時酢無料です（もぎ；C。〕

※香川では毎月3～4回担当しています

㌔　　号′

平成23年度事業報告（平成23年4月1日～平成24年3月31日）

●平成23年

5月　7　日（土）30期養成講座ABC開講式
5月8　日（日）30期養成講座ABC「いのちの電話を支えるボランティア」小島克己理事長
5月13日（金）第150回理事会
5月18日（水）

5月19日（木）

5月21日（土）

5月21日（土）

5月26日（木）

5月26日（木）

5月26日（木）

5月26日（木）

5月28日（土）

5月28日（土）

平成23年度第1回班長会
30期養成講座B「自己理解と他者理解」田中良子氏
第151回理事会
平成23年度第1回評議員会
日本いのちの電話連盟第39回定期総会　小島理事長
30期養成講座講座A「中高年（職場）の心の危機」白井　愛氏
30期養成講座A「自己理解と他者理解」田中良子氏
30期養成講座B「カウンセリングとは（1）」松岡定行氏
30期養成講座C「中高年（職場）の心の危機」白井　愛氏
30期養成講座C「自己理解と他者理解」田中良子氏

四国中央医療福祉総合学院　白井　愛氏
養成講座
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7月　7　日（木）

7月　7　日（木）

7月　7　日（木）

7月　9　日（土）

7月　9　日（土）

7月14日（木）

7月14日（木）

7月16日（土）

7月23日（土）

日本いのちの電話連盟第39回定期総会　小島理事長
日本いのちの電話連盟第3回理事会　小島理事長

期養成講座A「うつ病の理解と支援について①」田中和孝氏
期養成講座A「うつ病の理解と支援について②」田中和孝氏
期養成講座B「中高年（職場）の心の危機」白井　愛氏
期養成講座C「共感する」ということ　村上武志氏
期養成講座C「人の心はどのようにつくられるか」川田行雄氏
期養成講座B「共感する」ということ　村上武志氏
期養成講座C「ストレスと心の不調」小山文彦氏
期養成講座C「うつ病と自殺予防のために」小山文彦氏
期養成講座A「子ども時代の重要性」白井　愛氏
期養成講座A「調査官から見た家族理解」廣田邦義民
期養成講座B「人の心はどのようにつくられるか」川田行雄氏

30期養成講座A「わが国における自殺対策について」鈴江　毅氏
30期養成講座A「人の心はどのようにつくられるか」川田行雄氏
30期養成講座B「わが国における自殺対策について」鈴江　毅氏
30期養成講座C「カウンセリングとは（1）」松岡走行氏
30期養成講座C「人間にとって病むとは」冨岡幸夫氏
～15日（水）日本いのちの電話連盟事務局長会議松尾事務局長

30期養成講座講座B「思春期・青年期の心の危機」島津昌代氏
平成23年度第1回全体研修会「児童虐待」橋本美香氏
～24日（日）30期養成講座講座ABC「一泊研修」研修スタッフ

10月1日（土）

10月　6　日（木）

10月　8　日（土）

10月13日（木）

10月15日（土）

10月20日（木）

10月21日（金）

10月22日（土）

10月27日（木）

10月29日（土）

期養成講座B「嗜癖関連問題」後藤見知子氏
期養成講座A「思春期・青年期の心の危機」島津昌代氏
期養成講座A「わが国における自殺対策について」鈴江　毅氏
期養成講座A「精神障害の人権」中添和代氏
期養成講座A「思春期・青年期の心の危機」松岡定行氏
期養成講座B「精神障害の人権」中添和子氏
152回理事会

期養成講座A「噂癖関連問題」後藤見知子氏
期養成講座A「人間にとって法とは」田代　健氏

カウンセリングルームたなかクリニック

田中和孝氏
養成講座

香川大学医学部　鈴江　毅

養成講座

さぬき市民病院　後藤見知子氏
養成講座

期養成講座B「難しい方についてパーソナリティーの視点から」黒河内美鈴氏
期養成講座C「精神障害の人権」中添和代氏
期養成講座C「電話相談の危機介入」南雲正義氏

第30期養成講座C「カウンセリングとは（2）」宮前義和氏
香川県自殺対策連絡協議会　小島理事長
30期養成講座A「電話相談の危機介入」南雲正義氏
30期養成講座A「感受性訓練1－1」白井　愛氏

平成23年度第2回班長会
30期養成講座C「児童虐待」橋本美香氏
30期養成講座C「噂癖関連問題」後藤見知子氏
30期養成講座A「カウンセリングとは（2）」黒河内美鈴氏

香川大学教育学部　宮前義和氏
養成講座

30期養成講座A「難しい方についてパーソナリティの視点から」黒河内美鈴氏
30期養成講座B「児童虐待」橋本美香氏
30期養成講座B「児童虐待」橋本美香氏
30期養成講座C「感受性訓練1－1」南雲正義氏
30期養成講座C「人間にとって法とは」田代　健氏
30期養成講座B「精神障害を理解する（不安とうつ）」細川二郎氏
日本いのちの電話連盟第4回理事会　小島理事長

～3日（月）第29回いのちの電話相談全国研修会北九州大会

30期養成講座B「感受性訓練－1」松岡走行氏
30期養成講座C「感受性訓練－1」川田行雄氏
30期養成講座B「感受性訓練－21」河崎敦子氏
～16日（日）第25回中四国いのちの電話合同研修会　島根大会

30期養成講座B「調査官から見た家族理解」鹿田邦義氏
平成23年度第3回班長会
30期養成講座C「感受性訓練（RP）－1－2」南雲正義氏
30期養成講座A「感受性訓練－2」南雲正義氏
30期養成講座C「感受性訓練－2」川田行雄氏

香川県立保健医療大学
中添和代氏
養成講座

香川県児童相談所　川田行雄氏
養成講座
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第61号

11月10日（木）

11月10日（木）

11月10日（木）

11月12日（土）

11月17日（木）

11月24日（木）

11月24日（木）

11月24日（木）

11月26日（土）

11月30日（水）

30期養成講座A「児童虐待」橋本美香氏
30期養成講座A「感受性訓練－2－1」白井　愛氏
30期養成講座B「感受性訓練－3」後藤見知子氏
30期養成講座C「感受性訓練－3」川田行雄氏
30期養成講座B「感受性訓練－4」後藤見知子氏
30期養成講座A「感受性訓練－3」南雲正義氏
30期養成講座B「感受性訓練（RP）－1」河崎敦子氏
第153回理事会
第2回全体研修会・フリーダイヤル研修「自殺予防の講義」福山清蔵氏
平成23年度第4回班長会

●平成24年

1月11日（水）

1月12日（木）

1月12日（木）

1月19日（木）

1月21日（土）

1月26日（木）

1月26日（木）

2月　3　日（金）

2月　4　日（土）

2月　9　日（木）

2月18日（土）

2月23日（木）

2月23日（木）

2月24日（金）

2月25日（土）

2月29日（水）

期養成講座B「感受性訓練（RPト2」河崎敦子氏
3日（土）日本いのちの電話連盟事務局長会議松尾事務局長
期養成講座A「感受性訓練（RP）－1」南雲正義氏
期養成講座B「感受性訓練（RP）－3」松岡定行氏
期養成講座C「感受性訓練（RPト2」村上　治氏
期養成講座A「感受性訓練（RP）－2」白井　愛氏
期養成講座B「電話相談の実際」小島理事長
17日（土）第25回日本自殺予防シンポジウム

期養成講座C「調査官から見た家族理解」贋田邦義民
期養成講座C「子ども時代の重要性」谷本智子氏
154回理事会

期養成講座C「感受性訓練（RPト3」村上　治氏

平成23年度第5回班長会
30期養成講座A「感受性訓練（RPト3」白井　愛氏
30期養成講座B「電話相談の危機介入」南雲正義氏
30期養成講座B「感受性訓練（RPト4」松岡定行氏
30期養成講座C「電話相談の実際－1」研修スタッフ
30期養成講座A「電話相談の実際－1」研修スタッフ
30期養成講座B「電話相談の実際－1」研修スタッフ

平成23年度第6回班長会
第155回理事会
30期養成講座B「電話相談の実際－2」研修スタッフ
公開講座「笑顔がクスリ」昇　幹夫氏
30期養成講座A「電話相談の実際－2」研修スタッフ
30期養成講座B「電話相談の実際－3」研修スタッフ
平成23年度第7回班長会
30期養成講座C「電話相談の実際｛2」研修スタッフ
パイザー会

期養成講座B「電話相談の実際－4」研修スタッフ
本いのちの電話連盟第5回理事会　小島理事長
殺予防対策事業連絡会松尾事務局長
期養成講座A「電話相談の実際－3」研修スタッフ
期養成講座B「電話相談の実際－5」研修スタッフ
期養成講座C「電話相談の実際－3」研修スタッフ

平成23年度第8回班長会
第156回理事会
平成23年度第2回評議員会
29期養成講座認定委員会
30期養成講座A修了式
30期養成講座C修了式

平成24年2月18日　公開講座
「笑顔がクスリ
ー生きるために笑いがいかに大切か一」

（講師　昇幹夫氏）より

精神科医　橋本美香氏
全体研修・養成講座

立教大学　福山酒蔵氏
フリーダイヤル研修

‾〉】〟小山一一「う

こころの相談室「リップル」松岡定幸氏
養成講座

高松赤十字病院　島津昌代氏
養成講座
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2012年8月31日

／二

接着を訪ねて

こじまクリニック

院長小島章裕氏

－ご支援頂き有難うございます。香用いのちの電話との係わりは

開業医の仲間の勉強会で先輩にもなる冨岡先生（香川いのちの電話協会後援会会長）とご一緒にさせ

てもらっおります。また、地域に密着した診療活動を考えているので、私の専門である高血圧・循環器疾患・

動脈硬化症などをとおして、そういうご縁から違った形でお役に立てればと思っています。

一予防医療を通して、地域社会の健康増進の役に立つことを目標とされているのですか。

高齢化社会の中で、歳をとっても元気でいることが、とても大切であると考えております。そのためには、

病気にならないためには、どうしたらよいかの病気の予防に力をいれています。

一地域医療に貢献し、健康維持をサポートされているのですね。

役割分担ですね。病院は、重い病気を治すところ、診療所は、病気を治すこともしますが、病院での治療

で良くなった人を長期に健康を保つように手助けすることも大きな仕事であると思っています。

また、現代社会では、半健康人の方が非常に多いと思います。大きな病気はないが健康でもない。そう

いう半健康人が、いつまでも元気で生活の質を落とすことなく、過ごしてもらえるよう勉強会などを通し、啓

蒙活動をしながら頑張っています。診療所で診察する中で医療の原点は、やはり家庭だと考えております。

すなわち、病気だけを治すのではなく病気を持った人を治すという観点から、患者様の家庭の生活環境まで

考慮にいれて治療しております。患者様がどういう生活をされて、どのようなことに苦労されているかというこ

とも考えながら治療にあたっています。個人的には、体力の限界も考慮にいれてできるだけがんばっていま

す。

一いのちの電話に対して、望まれることは‥‥‥

やはり、人と資金の面でしょうかね。もうすこし活動を広く知って貰うことを啓蒙した方がいいと思います。

それにより共感が得られるのではないでしょうか。皆さん、いいことされているのでね、どこまで係われるか

という面もあるでしょうが、いのちの電話だけが負担するのでなく、連携して地域全体で支えてあげることも

大切であると考えられるのではないでしょうか。

一今日は、お忙しいところ有難うございました。

（広報担当：今滝・日比野）

「人の話聞ける人開けない人」
講師　徳永進氏（とくながすすむ）

野の花診療所院長

逗⊆憂］2013年2月9日（土）13：30～

匿憂劉サンポートホール高松3階大ホール
ミ　　＿1000円（当日券1100円）
・：一手詣・誓約喜記かつきます

r　　琴　の毘鴇料的

死を恐れず、希望を大切にして
一一日一日を生きていくことに

．′　力をそそぎたい－
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令～ご芳志に心から感謝します～平成23年4月～平成24年3月
団体
カトリックスペイン外国宣教会
ビクター祈り岩歌謡教室

医療法人財団　大樹会回生病院
シコク環境ビジネス（株）

（有）ユービル企画

高松信用金庫

社団法人　高松市医師会

香川県断酒会仲多度支部

小川陶芸教室

延長寺
こじまクリニック

とみおか内科クリニック

三和電業（株）グループ社員共済会

個人

赤松　君代　　　赤松未香子

井上　泰好　　　井上ヒロミ

植田　真澄　　　植松　信行

岡田　トシ　　　小笠原　望

神原　俊庸　　　河崎　敦子

轡見　圭子　　　黒河内美鈴

斎藤美智子　　　坂井　厚子

常慶　守助　　　白井　佳子

竹内　健策　　　竹森　元彦

玉川　蓮恵　　　筒井　建策

徳山　孝一　　　豊島佳津子

西岡　重治　　　野崎　博文

蓮井　孝夫　　　橋本　美香

日比野玲子　　　贋田　邦義

藤川美佐子　　　藤川美知子

細谷　正高　　　星野　淑意

松村　俊典　　　松本　由子

三宅　正子　　　宮武　則明

村石真智子　　　村上　明美

安本志津香　　　安本　品史

吉村　崇彦　　　渡辺　康子

（株）二蝶

（株）豆芳

（株）百十四銀行
日本基督教団　高松教会

耕心会
高松市社会福祉協議会

香川大学医師会
カトリック桜町協会

国際ソロプチミスト　ミドル香川

宮武耳鼻咽喉科クリニック

（有）絆
（株）トーカイ

網　千代美　　　石井　京子

今滝　則男　　　岩崎すゑこ

内田　三枝　　　大須賀　誠

岡市　育子　　　小川佳都代

河村　弘子　　　北尾登史郎

桑崎　隆敏　　　熊田　寿子

酒井　恵子　　　島津　昌代

白川　早苗　　　新土百百子

多田羅淑子　　　田中　良子

寺岡恭仁子　　　土居　忠行

長尾　綾野　　　中園　陽子

奈良　正史　　　西野　信子

畠山　恭子　　　濱　　好美

平野多江子　　　船城　　勝

藤野　典保　　　二川　幹生

本田真知子　　　増井　武彦

真鍋　一美　　　真鍋　　剛

宮前　義和　　　宮脇恵美子

室崎　君子　　　矢野坂春子

行成　輝見　　　好井　広美

匿名

石川久美子　　　石田　紀子　　　石本　恭子

岩崎　磨明　　　稲毛　清和　　　上野　　博

大西由美子　　　大林ミサヱ　　　岡　百合子

小川　邦子　　　梶　　由美　　　桂　　美鈴

木下　則子　　　衣川　則子　　　木村　幸二

小島　克己　　　小西　英毅　　　斎中　佳子

塩谷　恵子　　　清水　　昭　　　清水　和美

関口シズヱ　　　高木　光子　　　滝　多津子

田中　輝彦　　　田中二三枝　　　谷元美千代

土居　完爾　　　土居　洋子　　　冨岡　幸生

中村　嘉子　　　南雲　正義　　　西井　弘生

酉浜　玄次　　　西本　信子　　　新田真知子

濱田久仁子　　　濱野　瞭子　　　坂東よしえ

船城三知代　　　藤井冨美子　　　藤川　澄子

古澤　光子　　　細川　清二　　　細谷　富子

増田　芳子　　　松尾ミキ子　　　松崎ミツ子

真鍋　夏海　　　三沢　直子　　　三野紀美子

三好美也子　　　水卜　玲子　　　水卜　則之

山内みどり　　　山本　　侃　　　山本　泰江

吉井　幸子　　　芳野　紀子　　　横田美喜子

※敬称を省略しています

「いのちの電話」はあなたのご支援を必要としています

いのちの電話の活動は、多くの善意あるボランティアの無償の奉仕によって支えられています。眠らぬダイヤル

の施設維持費、相談員研修費、広報活動など、年間1千万円の資金が必要となっています。ボランティア活動で

ある「いのちの電話」は、それを支える財政的基盤は大半が市民の、あるいは企業や諸団体からの寄付で支えら
れています。ひとりでも多くの方に資金ボランティアとして関わってくださいますよう、お願い申しあげます。

【後援会費】
・個人会費・・■・・年頭①2万円②1万円③5千円④2千円
■　団体会員・・t・・ヰ頭①10万円②5万円③3万円④1万円

【寄付金】金額はご随意です。クリスマス、歳末など折にふれてご協力下さい。

く振込先〉 �《お振込みは下記のいずれかをご利用下さい》 

社会福祉法人香川いのちの電話協会 　　　理事長小島克己 �・香川銀行本店（普）1389129 ・高松信用金庫本店営業部（普）4821464 ・百十四銀行本店（普）1473589 

・郵便振替1600－5－9348 

宮武則明プロフィール（2006．6より写真提供者）

高松市円座町在住。元讃岐写真作家の会所属。現在「ギャラリーMON」

（朝日町）において定期的に作品展を行っている。写真集「讃岐の町並」

讃岐写真作家の会著ほか9冊発刊。「香川の歳時記365日」四国新聞
に写真提供。現在も活躍中。

発行所　社会福祉法人香川いのちの電話協会 

〒760－8691高松市中央郵便局　私書箱152号 

事務局電話（087）861－7065 

発行人小島克己　編集広報委員会 


